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独立変数としての政策（施策、事業）の実施と従属変数としての 

目的変数の間における因果関係の存在を検証するための分析方法 

独立変数xと従属変数yの間の関係を数式を用いて表現すると、 

y a bx a b  （ 定数）, :

xの値が決まるとyの値が決まる、ｘが変化するとyも変化する 

＝xはｙの独立変数（説明変数）、ｙはｘの従属変数（被説明変数） 

 

回帰分析とは、政策（施策、事業）が行われることでｘの値が変化し、      

その結果ｙの値が変化するという、 

原因（独立変数ｘの変化）→結果（従属変数ｙの変化） 

に至る両者の間の因果関係を見つけだし、これを方程式体系で表現すること 

 

回帰分析（Linear Regression） 
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線形回帰（Linear Regression） 

非線形回帰（Non-Linear Regression） 
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① 最小二乗法－どのようにして回帰線を見つけるか 

・ 
・ 

・ 
・ 

・ 

・ 
・ 

・ 

・ 
・ 

・ 

・ 

各データの値の傾向線からの
乖離値の合計が最小となる傾
向線を探し出す 

よい回帰線 
・ 

・ 
・ 

・ 
・ ・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 
・ ・ ・ 

・ 
・ ・ 

・ ・ ・ ・ 
・ 
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③ 決定係数 
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賃
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   決定係数は高そう。しかし、 

講座受講時間が増えれば、 

賃金が高くなると 

言えるだろうか？ 

係数bが有意であること、つまりb=0ではないこと、
一定の説明力を有することを示す必要がある 

t値＝係数の標準得点 
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⑤ SPSSを使った単回帰分析 

ID 参加時間 

(時間) 

件数 

（回／年） 

Ａ 30 80 

Ｂ 25 80 

C 50 45 

D 38 70 

E 20 95 

F 70 20 

G 35 50 

H 24 90 

I 60 25 

J 45 50 

講習参加時間と作業ミスの件数の関係 
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【演習】 

店舗 
従業員数 

(人） 

売上額 

（百万円） 

A 107 2,861 

B 336 8,513 

C 233 5,895 

D 82 3,897 

E 61 1,589 

F 378 10,378 

G 129 4,636 

H 313 5,634 

I 142 3,722 

J 428 10,201 

従業員数（独立変数）と売上額（従属変数）の関係 

下記データを用いて単回帰分析を行ってください（回帰線も図式化すること）。 


